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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は BacilusSubtiliS を供試菌として, 細菌胞子に特有のオルガネラである sporecoatの生合成
過程を中心に, 胞子形成の機作を解析した結果をとりまとめたものである｡
著者はまず, 胞子を破砕して sporecoatを集め, 精製した後にその化学組成および微細構造をⅩ線回
折法ならびに種々の化学分析法を用いて検討し, それがシスチン含有量の高いケラチン様の構造タンパク
質から構成されていることを明らかにした｡








分を占めるが, 胞子形成期になるとシステイン t-RNA がメチオニン トRNA よりも多くなることを実
証した｡ タクバク質合成系の変化については, 細胞自体および細胞から抽出した polyribosomeを用いて
各種アミノ酸のとり込みを調べ, 栄養増殖期には メチオニンの とり込み活性が システインのそれよりも
高いが, 胞子形成期になると両者の関係は逆になることを明らかにし, 栄養増殖期には抑制されていた
sporecoatタンパク質の合成のための情報が胞子形成期に入ると発現することを証明した｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨






ていると考えられていながら, 従来その生化学的諸性質が未知であった sporecoatに着目し, その生合
成過程を中心に胞子形成の機作を解析しようとした｡




でのイオウ含有アミノ酸ならびに核酸の動きを invivoおよび invitroで詳細に調べた. この一連の研
究によって, 栄養細胞に存在するメチオニン含有量の高い水溶性タソバク質が胞子形成の初期に細胞内で
分解され, 遊離したメチオニンはシステインへの代謝された後に胞子形成のためのタンパク質合成系に組
み込まれ, sporecoatの合成に用いられることを実証し, sporecoat合成過程の大成を初めて明らかに
した｡
以上のように本論文は細菌の胞子形成機構に関して多くの貴重な新知見を加えたものであって, 微生物
学ならびに食品保蔵学に寄与するところが大きい｡
よって, 本論文は農学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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